
平成24年11月28日 （水）

信州大学理学部C棟2階大会議室
  松本キャンパス 　〒390-8621  長野県松本市旭3-1-1

12：30～　受 付
13：00　　セミナー開始

「専門書出版社から見た電子書籍時代の大学図書館への期待」
 ―大学での講義における電子書籍・電子化教材の利用と大学図書館の役割―
　　鈴木道典（株式会社 有斐閣 取締役 電子メディア開発室長）

《お申し込み・お問い合わせ先》 《研修会当日の連絡先》

平成24年度関東甲信越地区大学図書館セミナー平成24年度関東甲信越地区大学図書館セミナー

TEL：0263（37）2174   FAX：0263（33）5833
E-mail：Kouichi_Inoue@su-oasis.jm.shinshu-u.ac.jp
 　　　　　（総務・事業担当　井上）

主催：関東甲信越地区国立大学図書館協会

後援：社団法人　日本書籍出版協会, 　長野県図書館協会,　 信濃毎日新聞社

電子書籍時代の学習支援・
教育支援を考える

TEL：0263(37)2173   FAX：0263（33）5833
E-mail：teduk@shinshu-u.ac.jp
 （管理・企画事業グループ　手塚）

対象者：主に関東甲信越地区国立大学図書館協会会員館の図書館職員。
 上記の他、長野県図書館協会大学専門図書館部会加盟館並びに当番校の信州大学附属図書

館と連携協定を結んでいる、公共図書館職員も参加を可とする。
参加費：無料

http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/library/

「電子書籍サービスの現状と、学術図書」
　　牛口 順二（株式会社 紀伊國屋書店  eコマース事業本部 理事）

「デジタル教科書の動向と新たな学び」  ―小学校から大学まで―
　　東原義訓（信州大学 教育学部 教授）

「人間はデジタル環境によって賢くなる
　　島田英昭（信州大学 教育学部 准教授）



J
R
松

本
駅

J
R
北

松
本

駅

松本I.C.

国宝松本城

市民芸術館西

長
野
自
動
車
道

国
体
道
路

JR
大
糸
線

自
動
車
学
校

あ
が
た
の
森
公
園

こ
ま
く
さ
道
路

バス停
「大学西門」

市民芸術館西

バス停(アリオ1F)
「松本バスターミナル」

松本キャンパス
市営駐車場

女
　鳥
　羽
　川

野球場

理学部

松本附属学校園

医学部付属病院

P

P

C棟 B棟

A棟

至松本城

附属図書館附属図書館

NN

ローソン

ローソンローソン

http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/library/

信州大学附属図書館
マスコットキャラクター

西門を入り、すぐ右手にC棟があります。
会場：理学部C棟2階大会議室

大学西門

信州大学前

12:30 ～13:00　受　　付
13:00 ～13:20　開会挨拶
13:20 ～14:10　【講　演】 「専門書出版社から見た電子書籍時代の大学図書館への期待」
  ―大学での講義における電子書籍・電子化教材の利用と大学図書館の役割―
  　鈴木道典（株式会社 有斐閣 取締役 電子メディア開発室長）
14:10 ～15:00　【講　演】 「電子書籍サービスの現状と、学術図書」
 　　 　牛口 順二（株式会社 紀伊國屋書店 eコマース事業本部 理事）
15:00 ～15:10　質疑応答
15:10 ～15:20 　　休　　憩
15:20 ～16:00　【講　演】 「デジタル教科書の動向と新たな学び」  ―小学校から大学まで―
  　東原義訓（信州大学 教育学部 教授）
16:00 ～16:20　【講　演】 「人間はデジタル環境によって賢くなる」
  　島田英昭（信州大学 教育学部 准教授）
16:20 ～17:10　ワークショップ「大学生用デジタル教科書に触れる」
17:10 ～17:15　閉　　会
17:45 ～19:15　懇 親 会 ＊ 懇親会費 3,000 円は、当日受付にて申し受けます。

JR松本駅お城口（東口）を出て、横断歩道を渡って右側
「アリオ松本店」の 1階が松本バスターミナル。 
のりば１番から「信大横田循環線」または「浅間線」に乗車
し、 「信州大学前」 次の 「大学西門」で下車。
（運賃190円, 所要時間約 15分） 

〒390-8621　長野県松本市旭 3丁目 1番 1号
※大学構内には駐車できません。大学北側に市営駐車場
があります。ただし混雑している場合が多いので、可
能な限り公共交通機関をご利用ください。

http://www.alpico.co.jp/access/matsumoto/busstop/matsumoto_sta.html#01
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